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1　はじめに
　カテーテルに起因する感染は、院内でも多く見られ、
敗血症に移行する場合が多い。そのため、血管内留置
カテーテル挿入中の患者の感染予防については、今ま
で多数の研究がなされている。私達が日常使用してい
る三方活栓部についても細菌感染の原因となることが
報告されている。1）混合病棟である当病棟では現在、
三方活栓部の消毒方法として、①50％イソプロパノー
ルをメンバンに浸し、手指で三方活栓部を拭う方法
（以下、アルコール画法と略す）と、②10％ポピドン
ヨードを浸した綿球と10％ハイポアルコールを浸した
綿球を滅菌摂子を用いて拭う方法（以下、イソジン・
ハイポアルコール法と略す）の2つの方法が用いられ
ている。従来、アルコール綿法に比べ、イソジン・ハ
イポアルコール法の方が消毒効果に優れていると認識
されており、特に免疫力の低下している患者の三方活
栓部の消毒に適していると考えられていた。しかし、
日常消毒作業を行うに当たり、アルコール寸法とイソ
ジン・ハイポアルコール法に著しい消毒効果の差があ
るのだろうか、というスタッフからの疑問があった。
そこで、今回実験的に院内感染の代表的な原因菌であ
るMRSA菌を三方活栓部に接種し汚染させたものを、
上記の2つの方法で消毒を行い、消毒効果の比較検討
を行ったのでここに報告する。
ll研究方法
①研究期間：平成12年8月22日目10月21日
②方法：生理食塩水SOOmeボトルに微量用輸液セッ
　ト、延長チューブ付三方活栓を接続し、30nte／hの速
度で流し始ある。その際、三方活栓のキャップ内腔
部にMRSA菌約2．0×1010（CFU／mのの50μ1を
接種し、三方活栓部を汚染させる。約15時間後、三
群に分け、以下の3通りの方法で消毒する。消毒し
た三方活栓部に側管として微量用輸液セットを接続
　し、生理食塩水を30me／hの速度で流し始ある。流し
始あた時刻を基点として30分後、2時間後に点滴ラ
インから流れてくる生理食塩水を3㎡採取し、以下
の培地に接種して37℃24時間培養し、コロニー数を
数えた。更に被検液にSCDLPブイヨンを2　me添
加、培養し、ブイヨンの混濁の有無を確認した。
　1）消毒方法
　　A：アルコール綿法（50％イソプロパノールを
　　　メンバンに浸し、ウェルパスlpush（3　7ne）
　　　で手洗いした手指で三方活栓部を3回拭う）
　　B：イソジン・ハイポアルコール法（10％ポピ
　　　ドンヨード、10％ハイポアルコールを綿球に
　　　浸したものを順番に滅菌摂子で三方活栓部を
　　　3周拭う）
　　C：コントロール（未消毒）
　2）培地
　　MS培地：マンニット食塩寒天培地（ブドウ球
　　　　　　　菌選択用）
　　HI培地：普通寒天培地（一般細菌用）
　　　　　　　SCDLP（ブイヨン）
　3）菌株
　　黄色ブドウ球菌（MRSA）：TMC＃1313株
　　　（臨床分離株）
　4）データの検定法
　　カイ2乗検定を用いた（Stat　view）
皿1結果
　上記による結果を表1A～C、図1に示す。評価は
MS培地による。
　側管をつける前には点滴ラインを流れる生理食塩水
が汚染させた三方活栓部を通っていないため、どの群
も菌の検出はみられなかった。
　消毒群のアルコール綿法では、30分後は12例中5例
（41．7％）、検出菌数平均153．0個、2時間後は12
例中2例（16．7％）、検出菌数平均17．5個であった。
イソジン・ハイポアルコール法では、30分後は12例中
3例（25．0％）、検出菌数平均176．　7個、2時間後
は12例中2例（16．7％）、検出菌数平均140．0個で
あった。両者における30分後の検出率をカイ2乗検定
法で検定すると、カイ2乗P値は0．6534となった。
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　一方、未消毒のコントロール群では、側管をつけて
30分後では10例中10例（100％）、2時間後は10例
中8例（80％）より菌の検出がみられた。
IV考察
　カテーテル感染は、カテーテル内での血栓形成と、
ルート・刺入部からの細菌の侵入が原因で起こるとさ
れている。そのため、刺入時、輸液交換時、側注操作
時には消毒薬を用いた衛生的手洗いと清潔操作が大切
である。今回カテーテルのルート、なかでも細菌の侵
入の機会がもっとも多いとされる三方活栓に注目し、
消毒効果を比較した。
　その実験の結果、30分後ではイソジン・ハイポアル
コール法に比べてアルコール綿法の検出率が高いもの
の、平均検出コロニー数を比較するとアルコール綿甲
の方が中数は少なかった。また、検出率のカイ2乗P
値は0．6534（＞0．05）であり、有意差は認められなか
った。2時間後では検出コロニー数はややイソジン・
ハイポアルコール法の方が多いが、検出率は同じであ
り、有意差は認められない。
　また、御園生らが報告した三方活栓の消毒別菌汚染
状況の比較研究において、ポピドンヨードは18．5％、
消毒用エタノールは13．4％の菌検出率であり、やはり
有意差は認められていない。2）
　なお、表1の30分後と2時間後のコロニー数を比較
してみると、三群ともコロニー数が減少しているが、
これは細菌が血中に流れている可能性がある。しかし、
コントロール群では圧倒的に多数のコロニーが検出さ
れていることを考慮すると、消毒群でのコロニー数は
わずかであり、消毒効果はあるといえる。
　よって、日常の業務の中では、アルコール綿法での
消毒で十分消毒効果が得られると示唆された。消毒薬
や消毒方法が重要なのではなく、確実な消毒を行うこ
とが重要なのである。
　今回の実験においてはアルコール綿法、イソジン・
ハイポアルコール法とも100％の消毒効果は得られ
なかった。その理由として、三方活栓には死腔があり、
そこに輸液剤や薬剤が残り細菌が繁殖しやすいという
ことがあげられる。よって清潔操作での消毒もさるこ
とながら、輸液ルートの接続箇所を減らし、細菌の侵
入経路を少なくすることが望ましい。
　現在、当病棟で使用しているゼオンTPNラインに
は側注管がついており、なるべくそこを使用していこ
うとする動きがあり、他病棟でも使用されている。現
在当病院では使用されていないが、井上らにより開発
された1システム（ゴム笠付の接続プラグを針付きの
キャップにて穿刺して連結するシステム）を各接続部
に用い、その結果、カテーテル敗血症を有意に減少さ
せたとの報告もある。3）今後病棟でも特に免疫力の低
下した患者に対し、1システムを使用することを考え
てみてもよいのではないかと思われる。
　今回は生理食塩水を使用しての実験であったが、臨
床の場では高カロリー輸液が日常的に使用されている。
高カロリー輸液には糖分が多く含まれており、細菌の
培地となりやすく、また細菌がラインに付着しやすい
ため、細菌の検出率は上昇すると予測される。よって、
より確実な消毒が必要であると考える。
V　結　論
1．アルコール綿法とイソジン・ハイポアルコール法
　では、消毒効果に優位差はない。
2．消毒液・消毒効果に関わらず確実に消毒すること
　が大切である。
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表1　消毒前後の検出コロニー数
　　　A．アルコール綿法 （1　meあたりのコロニー数）
側管をつける前 側管をつけて30分後 側管をつけて2時間後
HI　　　　MS HI　　　　MS HI　　　　MS
1 『 一 一 一 一 一
2 一 一 一 一 一 一
3 一 一 25 15 一 一
4 一 一 一 一 一 一
5 一 一 一 『 一 一
6 一 『 5 5 一 一
7 『 一 30 25 5 5
8 一 一 40 一 一 一
9 一 一 一 一 一 一
10 一 『 一 『 一 一
11 一 一 890 705 35 30
12 一 一 25 15 一 一
B．イソジン・ハイポアルコール法 （1㎡あたりのコロニー数）
側管をつける前 側管をつけて30分後 側管をつけて2時間後
HI　　　　MS HI　　　　MS HI　　　　MS
1 一 一 『 一 一 一
2 一 一 『 皿 一 一
3 一 一 100 35 一 一
4 一 一 ｝ 『 一 一
5 一 一 一 一 一 一
6 一 一 一 一 一 一
7 一 一 一 一 25 一
8 一 『 一 一 一 一
9 一 一 795 315 480 255
10 一 一 一 一 一 一
11 一 一 『 一 一 一
12 一 一 240 180 50 25
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C．　コントローノレ （1　meあたりのコロニー数）
側管をつける前 側管をつけて30分後 側管をつけて2時間後
HI　　　　MS HI　　　　MS HI　　　　MS
1 『 一 65 70 10 15
2 一 一 105 80 5 5
3 一 一 1，000以上1，000以上 200 95
4 一 一 450 20 15 10
5 一 『 485 385 55 40
6 一 一 310 115 80 20
7 一 一 180 65 15 一
8 一 『 2，000以上2，000以上1，500以上1，500以上
9 一 一 195 195 40 30
10 一 『 115 90 5 一
コロニー数
402．0
500
S00
R00
Q00
P00
@0
176字．
214．4
□：アルコール綿法
煤Fイソジン・ハイポアルコール法
w：コントロール
153．0
140．0
0．0　0．0　0．0
17．5
側管をつける前　　　　側管をつけて30分後　　側管をつけて2時間後
時間
図1　消毒前後の平均検出コロニー数の比較
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